	090919  核心ニュース原稿1

	題　目
	R7発売感謝礼拝および RUTC24フェスティバル

	アンカー
	RUTC24フェスティバルおよびR7（リップグロス）発売感謝礼拝が火曜集会とともに(午後)4時から5時まで
イエウォン教会にて行われる予定です。

	内　　容
	常任委員会柳光洙総裁は9月14日、新しい家族修練会を通して、化粧品R7発売を記念すると同時にRUTC24フェスティバルを行い、
Remnantたちと共に感謝礼拝をささげるべきであると話しました。

このため、火曜集会の日程を変更することになりました。

午後1時から予定している専門別メッセージが省略され、12時30分から伝道弟子メッセージと70人メッセージ、1時30分から
ミッションホームメッセージ、2時30分から一般信徒地教会と学院福音化メッセージが3時30分まで続きます。
午後4時からはR7発売感謝礼拝をはじめ、5時にはRUTC24フェスティバルを終え、「契約の旅程」の観覧に支障を来すことが
ないようにする予定です。
今回 RUTC24フェスティバルでは、常任委牧師たちと産業人たちから贈呈された、R7リップグロス2000個をRemnantたちに無料で

配る予定です。

	090919 核心ニュース原稿2

	題　目
	OMC、RUTCのための事業の本格化

	アンカー
	R7リップグロスの販売事業は、9月14日行われた「新しい家族修練会」を起点にして本格化され、高い評価を得ています。
OMCは 秋夕(チュソク)のお土産品の販売をはじめとし、これから自動車、保険、生活必需品などの事業を拡散させていく
予定です。

	内　　容
	R7は、有名ブランド（化粧品）を取引先に納品する会社で作ったリップグロスであり、収益をすべてRUTC建築とRemnantたちの
奨学事業に使われる予定です。 

新しい家族修練会で柳光洙総裁は、R7100個を購入してRemnantたちに配る予定であると話し、ホ・ジングック長老に現金を渡しました。
ゴ・ジンヨップ長老、ミン・ヒョンギ長老をはじめ、重職者たちも大量に購入し、販売を手伝うなど、積極的に参加・献身しています。 
R7リップグロスはこれから「契約の旅程」デグ・ソウル公演でパッケージ広告商品として販売される予定であり、結婚予備学校と核心や火曜集会

などの各種集会で市販される予定です。
　
一方、OMCはチュソクを向かえ、180種類の様々なお土産を特別販売します。自動車の販売は、10月中旬に開始する予定です。

	090919　核心ニュース原稿３

	題　目
	｢契約の旅程｣テグ公演18日開幕

	アンカー
	ミュージカル｢契約の旅程｣韓国内初公演が 18日テグスソンアートピア・ヨンジホールにて開幕されました

	内　　容
	8月香港公演を通して文化キャンプの効果を実感している｢契約の旅程｣が新しい構成と内容で、今年韓国内の初公演をデグで開始　

しました。

デグ百貨店の広告チラシの配布や招待券の贈呈等の活用による｢契約の旅程｣の事前広報を実施し、9月18日テグスソンアートピア・

ヨンジホールにて開幕されました。

テグ地域では、核心と各教会の金曜の礼拝の代わりに｢契約の旅程｣の公演観覧に行くことにし、テグ地域大学教授やダルグボル学校

教職員と学生150人が参加するなど、各階・各層幅広い人々を招待し、文化キャンプを開きました。

(インタビュー1-ダルグボル学校教頭)
(インタビュー2-ィ・ソン教授/テグ神学大学教授)
特に今回公演は、柳光洙総裁の後援で、毎回30個のR7を観覧客に贈呈し、体験団員を募集するイベントも行われました。

一方、ソウル公演は9月26日から10月5日まで15回にわたって行われます。公演時間は、水曜日以外の平日は午後7時半、水・土曜日は
午後3時と7時半、主日は午後4時、8時です。

10月2日～4日の開演は、秋夕(チュソク)特別割引対象公演日となり、R席とS席は20％の割引となります。


	090919　核心ニュース原稿4

	題　目
	地域に根を下すキャンプをはじめるべき

	アンカー
	常任委員会柳光洙総裁は、新しい家族および現場の働き人修練会を通して、来年からは歩き回る(巡回する)キャンプでは
なく、地域に根を下すキャンプをしなければならないと強調しました。

	内　　容
	今回の新しい家族および現場の働き人修練会からは、計81講義で構成されているテキスト｢伝道学｣を使用しました。
常任委員会柳光洙総裁は第1講から第5講までの講義を通して、新しい信徒たちが個人の生活と教会内でみことばを握って福音の恵みを味わえる

ように助けるべきであると強調しました。
また、初代教会の伝道方法と現場に対しての正確な診断を通して、地域と国ごとに責任者を立て、来年からは歩き回るキャンプではなく、

地域に根を下すキャンプをしなければならないと話しました。最後には24時祈りをしなければならないと強調して話しました。

次回の新しい家族および現場の働き人修練会は10月12日から1泊2日間、チュンジュホリゾートにて、テキスト｢伝道学｣6講の｢伝道キャンプ

とミッションホーム｣についての講義が行われる予定です。

	090919　核心ニュース原稿 5

	題　目
	(短信)

	アンカー
	

	内　　容
	1． カンソ宣教師訓練院の特別講義が9月16日イエウォン教会教育館にて行われ、約350人が集まりました。

常任委員会柳光洙総裁は講義を通して、神様の計画の中で召された宣教師訓練院生たちは、神様との関係を回復する祈り、インマヌエルの
祈り、伝道のための祈りが成り立たなければいけないと話しました。それから、重要な事については常識を以上の決定をすべきであり、
スケジュール伝道、神様が計画された伝道、一生の伝道が成り立つべきであると伝えました。

そして、ただ福音で互いに譲り合う霊的な人にならなければならないと強調しました。


